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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年２月６日の決算発表時に公表した平成 21 年 12 月期業績

予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 21 年 12 月期 通期連結業績予想数値の修正 

(平成 21 年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日) 

                               (単位;百万円、％) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 
(平成 21 年２月６日発表) 

８８,０００ １,９５０ １,８００   ６００ ９円１８銭

今回修正予想(Ｂ) ８３,０００ １,１００ １,０００ ３００ ４円５７銭

増減額(Ｂ－Ａ) △５,０００ △８５０ △８００ △３００ －

増減率 △５．７ △４３．６ △４４．４ △５０．０ －

(ご参考)前期実績 

(平成 20 年 12 月期) 
８２,８９３ １,４７９ １,４８５ ４６６ ７円１３銭

                            

2.平成 21 年 12 月期 通期個別業績予想数値の修正 

(平成 21 年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日) 

                               (単位;百万円、％) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前回発表予想(Ａ) 
(平成 21 年２月６日発表) 

３,８００ ６００ ４００ ３８０ ５円８１銭

今回修正予想(Ｂ) ３,４００ ４２０ ３５０ ２８０ ４円２７銭

増減額(Ｂ－Ａ) △４００ △１８０ △５０ △１００ －

増減率 △１０．５ △３０．０ △１２．５ △２６．３ －

(ご参考)前期実績 

(平成 20 年 12 月期) 
３,０５８ １,４４６ １,４１０ １,０３８ １５円８８銭

 

 

 



 

3. 修正の理由 

（１）連結業績予想 

通期の連結業績につきましては、景気低迷が続く市場環境の中、消費者の生活防衛意識の高ま

り、格差社会の進行が顕著になってきており、厳しい収支状況であります。 

そうした中、売上高については、バイオエタノール技術実証事業におけるバイオ燃料販売開始

の遅れや酵素医薬品事業における為替の影響を受けた輸出酵素の減少等により、前回予想を下回

る見込みであります。 

また、営業利益、経常利益、当期純利益においては高収益事業である酵素医薬品事業の売上高

減少のほか、バイオエタノール技術実証事業において、販売開始が遅れたこと、原料米価格が予

定より上昇し、更に販売単価が予定より低下したことなどが要因となり、前回予想を下回る見込

みであります。 

 

（２）個別業績予想 

個別業績につきましても上記のとおり、バイオエタノール技術実証事業において、販売開始が

遅れたこと、原料米価格が予定より上昇し、更に販売単価が予定より低下したことなどが要因と

なり、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益について前回予想を下回る見込であります。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以  上 


